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Abstract 

ln early 1980s the JAFOV was designed to accumulate information on specimens of fossil 

vertebrates deposited in Japan by由epaleontologicaJ research group in Kyoto University， and it 
was opened as one of public databases in Data Processing Center of Kyoto University in 1986， 

using the hierarchicaJ DBMS FAlRS. In late 1990s it was opened aJso on the web using a 

relational DBMS MS-Access together with the ASP and ODBC. In the frrst stage it contained 

only descriptive data on sarnple specification (locaJity， geology， age， and depository)， 

paleontology (name， classification， and portion) and bibliographic references， and all 

information were in English. According to technological developments and enlargement of 

users， image data (photo drawing) have been added， and Japanese information has been also 

introduced， though these and processes have not yet completed. At present it is composed of six 

subfiles， and山etotaJ number of specimens is about 17，000， which covers specimens deposited 

in main museums and institutions in Japan， though supplementary data should be added. For 

the further development of the JAFOV it is necessary to establish a permanenl organization for 

database management including the addilion and update of data， system revision， and server 

mamtenance. 
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Japanese 
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1 はじめに

「在日本脊椎動物化石標本データペース(JAFOV)J

は，日本国内のいろいろな大学，博物館，研究所，

個人など各所に分散して所蔵されている脊椎動物化

石の情報を収集 ・登録して化石標本の検索を可能と

するデータペースシステムである. 一義的には古生

物学の基礎である標本情報を体系化することによっ

て，研究の効率と精度を上げることを目的として開

発されたものである.このデータベースは入力対象

を「脊椎動物Jの化石標本に限定しているが，開発

の過程で得られた知識は古生物学の他の分野の標本

al.， 1983)・また， このデータペースは古生物学分野

だけではなく，生物学，医学，水産学，考古学，人

額学など脊椎動物に関連する多くの分野からも利用

できるものである.

このデータペースは，京都大学理学部地質学鉱物

学教室の亀井節夫教授(当時)が主宰する脊椎動物

化石研究グループによって 1981年から準備が進めら

れ(山本ほか， 1982)， 1986年に京都大学大型計算

機センターの共用データベースとして公開された

(亀井ほか. 1986).その後，データの追加とシステ

ムの改良によって拡充を続け. 1990年代後半からは

Web上でも公開されている (Yamamoloand Nishiwaki， 

データベースにも応用できるものである(Nishiwakiel 1997) . 
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周知のように京都大学の同教室には 1930年代にお

ける横山次郎教授の長鼻類化石の研究に始まる脊椎

動物化石研究の蓄積がある.その中で多数の貴重な

脊椎動物化石標本が所蔵されることとなった.その

中にはナウマンゾウを初めとする槙式標本も多く含

まれている.このような経過の中で， 1970年代以降，

同教室は脊椎動物化石の研究(古脊機動物学)を進

める上でわが国の中心的役割を果たすようになって

おり，新しい研究成果が次々と得られていた.この

ような背景のもとで標本情報の体系的収集の必要性

が認議されるようになり，本データペースの構想が

生まれてきたということができょう.

亀井節夫教慢によるデータペース開発の鑓案を受

けて，開発に必要なコンビュータ端末 ・モデム・プ

リンターなどのハードウェアの整備と，データ構造

の決定 ・シソーラスの作製などのソフト面の整備，

さらに入力すべき化石標本に関するデータの収集 ・

整理が始められた(山本ほか， 1982). この作業には

亀井節夫教授を始め，西脇二一，久家直之， 仲谷英

夫，鹿田清治，三枝春生，平山 康(敬称略)など，

当時の同研究室の大学院生や研修員，それに光肇女

子短期大学(当時)の山本嘉一郎などが参加し，ま

ずは京都大学理学部地質学鉱物学教室に所蔵されて

いる脊椎動物化石のデータペース機築が開始された.

その後，科学研究費補助金総合研究「日本及び周

辺地域の長鼻類化石の地質学的古生物学的研究J(昭

和 56・58年度)および「新生代海生哨乳類の生層序

と古生物学的研究J(昭和 6ト62年度)のメンバー各

位のご協力を受け，日本に所蔵されている長鼻類化

石と海生晴乳類化石の標本に関する情報を収集 ・整

理し，その一部についてデータの入力を行った.さ

らに，全国の大学， t導物館等に協力を求め.所蔵さ
れている標本についてデータの提供を受けるなど，

順次，入力対象を広げていった.

このように JAFOVへの入力データは古生物学分野

の研究者によって収集されてきたが，データベース

そのものは京都大学大型計算センターの開発課題と

して，同センターの共用データベースのーっとして

の構築を進めることとなった.これにより，データ

ベースに必要なハードウェアとソフトウェアは同セ

ンターに提供してもらい，その精築に当たってもセ

ンターの支慢を受けることができるようになった.

その結果， 1986年に京都大学大型計算機センター

(現 ・京都大学学術情報メディアセンター)の共用デー

タベースとして公開され，全国の研究者の利用に供

されてきた(亀井ほか 1986). 以降，今日まで日本

のみならず世界の古生物学の分野における先駆的な

内容の化石原本データペースとして，関係方面から

注目されてきた.

1989年には文部省科学研究費補助金(研究成果公

開促進費)データペース (研究代表者:亀井節夫)

が採択され，データペースの継続的な構築と充実が

進められてきた.亀井節夫教慣が京都大学を退官し

た後，科学研究費によるプロジェクトは一旦中断し

たが，その後も，内容の充実のためにデータの入力

と構築作業は京都大学大型計算機センターにおける

データペース保守のための開発課題としては神谷英

利が賀任者となって継続され，データの追加とシス

テムの改良が続けられた. 1993年からは再び科学研

究費補助金(研究成果公開促進費)データペース

(研究代表者 :山本嘉一部)の交付を受けて，あら

ためて内容の充実が図られた(山本ほか， 1994).京

都大学の標本以外の大学 ・|導物館に所蔵されている

標本のデータも順次入力され，現在の入力済みデー

タ総数は 17，0∞件以上となっている.

なお，京都大学学術情報メディアセンターにおけ

る本データペースの更新は平成 17年度 (2005年

度)をもって終了した.平成 16年度の国立大学の法

人化により京都大学も国立大学法人となり.いろい

ろな組織や業務の「合理化Jが進められ，旧大型計

算機センターも総合情報メディアセンターを経て学

術情報メディアセンターに組み込まれた.それに伴

い，従来からの外部データベースへの協力 ・支援の

方針が十分には継続されない状況になってきたこと，

またわれわれの努力により本データベースを Webサ

イトで検索できるようになり，京都大学の同センタ

ーへの依存度が小さくなったことなどがその理由で

ある.

JAFOV のデータの特徴としては，標本の登録番

号 ・槙式標本の区分 ・分類 ・学名 ・シノニム・産地情

報 ・周準 ・年代 ・部位 ・所在 ・文献の諸項目が含まれ

ており，標本に関する諸情報(分類名，産地，時代，

文献その他)を検索することが出来る.当初は，京都

大学大型計算機センターの協力と援助のもとにセンタ

ー内の共用データベースとして精築し，それにアクセ

スすることによって検索できる形の公開であったが

(山本ほか， 1987)，利用の簡便化を図るため， 1996年

度からはインターネットからも検索利用ができるよう

に WWW(Wor1dWide Web)版を開発 ・公開している

(Yamamoto and Nishiwaki， 1997). 

犠想の時点では，本データペースは検索のための

もので，実際の標本については所蔵先に出向いて観

察 ・計測することを想定しており， JAFOV のデータ

はすべて文字情報であった.しかし，検索の時点で

標本の画像が見られることは，検索結果の確認にと

って有効である.そこで，標本の写真や図をデータ

ペースにリンクさせるようシステムを改良し(山本

ほか， 2∞2}，記載文献の図版をスキャナーで取り込

むか，実際の標本をデジタルカメラで撮影した写真

の入力を進めている.現時点では一部しか入力でき

ていないが，主な標本については画像を見ることが

できるように作業を進めている.

また，構想の時点で，本データペースは主として

専門家による利用を想定し，海外からの利用にも対
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在日本脊椎動物化石データペースJAFOVの現状

応するために，データはすべて英文表記としてきた.

JAFOVのようなデータベースは基本的には国際的に

利用可能なものとすべきである.したがって，本来

は英文表記で問題はないが，収録されている化石標

本データの大半は日本圏内で産出したものであり，

産出地名， 地層名，地形図幅名その他日本語表記し

た方がはるかに判りやすい面があることも否定でき

ない.その反面，データペースの本来の使命として

の国際的な研究への寄与に関してはマイナスともな

りうるので，非常に難しい問題である.近年，利用

者の範囲が拡大して専門家以外も利用するようにな

ってきたこと，技術的にインターネット上で複数の

言語での表示が可能になったことから，本データペ

ースのデータの一部を必要に応じ日本語表記もでき

るようにシステムの改良を進めている.

長年にわたる本データペースの構築と保守 ・運営

に当たっては多くの方々にご援助・ご協力をいただ

いた.京都大学大型計算機センター(現・京都大学

学術情報メディアセンター)の堀池博巳氏，京都大

学理学部地質学鉱物学教室の院生・研修員の路氏，

愛知教育大学地学教室(現在は理科教育講座地学領

域)，奈良大学社会学部，京都光肇女子大学 ・同短期

大学部，京都教育大学地学教室の学生 ・院生諸氏に

は多大なご援助をいただいた.また，いちいち名前

は挙げないが，データを収録している大学， I導物館
などの諸機関の関係の方々にもいろいろとご協力と

ご援助をいただいた.以上の方々に深謝の意を表し

たい.

なお，このデータベースの構築にあたっては，次

の補助金の交付を受けた.

文部省平成元年度科学研究費補助金(研究成果

公開促進費)(研究代表者:亀井節夫)

文部省平成 5年度科学研究費補助金(研究成果

公開促進費)(研究代表者:山本嘉一郎)

文部省平成7---9年度科学研究費補助金(研究

成果公開促進費)(向上)

日本学術振興会平成 11---14年度科学研究費補助金

(研究成果公開促進費)(向上)

強立行政法人日本学術振興会平成 15---18年度科学

研究費補助金(研究成果公開促進費) (向上)

2 JAFOVデータペースの概要と利用法

2.1 データペースの概要

2.1.1 収録内容

(1)収録項目

JAFOVに収録されている項目は次の通りである.

a. 登録番号(各所蔵機関における標本番号)

b. 標本の模式区分(槙式標本か否かの区分)およ

び実物と模型の区分

C. 生物分類の階級ごとの名称(綱，目，科，属，種)

d. 学名およびそのシノニム(同物異名)

e. 産地 (国，県，市町、博，緯度・経度，地彫図幅名)

f.産出屑準(間群，層，部屑，単層)

g. 地質年代(年代区分，放射年代，生層序，古地

磁気年代)

h. 化石の部位

1. 所蔵機関

j. 文献

k. 画像

その項目名と属性は，第l表のとおりである.表中

で，項目名の後の( )内は項目名の略記である.

「出力Jは簡易出力時の項目を， r多値項目」欄のO
は同一項目の値が復数あることを示す.多値項目を

有することは， JAFOVのデータ構造の特徴の lつで

あり，データ表現上必須である.

画像については，下記の(3)を参照のこと.

(2)言語

JAFOVのデータは開発当初，すべて英語表記とし

た.これは，国限的な利用に配慮したこともあるが，

当時 (1980年代)のコンビュータの機能による部分

が大きい.その後，専門研究者だけでなくより広く

一般の人々の利用が僧加するに伴って，日本語表記

が期待されるようになった.Web版を追加した際に，

項目名等の日本語化を行った.

このような要請に応えて，現在，データの日本語

化を進めている.近日中に日本語データによるサー

ビスを公開する予定である.

(3)画像データ

可能な限り，標本の画像を収録することとしてい

るが，現在はその一部にとどまっている.画像は写

真またはスケッチとしているが，現状 (2005年度末

現在)では，すべて写真である.現段階で画像デー

タが付加されている標本は事項に記載のとおりであ

る.今後は，標本写真の高精細画像の提供も行う計

画である.

2.1.2 ファイル構成と収録状況

JAFOVのファイル構成は次のとおりで，現在， 6 

つのサプファイルで構成されている.データ件数は

2006年 3月末現在のものである.合計 17，043件のデ

ータが収録されている.現在 (2006年度)は， 日本

語データおよび画像データの追加を行っている(前

項参照). 

jafov1 (392件，そのうち画像を伴うもの 105件)

京都大学，北海道大学，国立科学博物館な

どの化石標本

jafov2 (5，374件)

醤歯目化石標本

jafov3 (2，701件)

国立科学博物館所麓の大型噛乳類化石標本

jafov4 (3，980件)

国立科学降物館所蔵の小型晴乳類化石標本

jafov5 (1，826件，そのうち画像を伴うもの818件)

大阪市立自然史博物館，倉敷市立自然史博

物館，徳島県立博物館，豊橋市自然史
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第 l表 JAFOVの収録情報と項目名

種別 項目名 出カ 内容
多値項 日本語データ

目 の有無

識別番号 SEQUENCE(SEQN) データベース内の識別番号

登録番号 REGJSTER(R.EGN) 。各所蔵機関における標本番号
区分 TYPE 標本僕式区分

MODEL(MODE) 僕型・実物の区分

生物分類区分など PHYLUM(PHYL) 門 。
CLASS(CLAS) 綱 。
ORDER(ORDE) 目 。
FAMILY(FAMI) 科 。
TAXONCODE(TAXC) 生物分類コード

GENUS(GENU) 属 。
SPECIES(SPEC) 種 。
AUTHOR(AUTH) 著者 。
YEAR 命名年 。

学名 ・シノニム NAME 。保本の学名 O(和名)
SYNONYM(SYNO) 。シノニム 。

産地 COUNTRY(COUN) 国名 。 。
PR.EFECTURE(PR.EF) 。都道府県名 。 。
CITYETAL(CITY) 。詳細な地名 。
MAP200000(MAP2) 1/20万地形図 。
MAP50000(MAP5) 1/5万地形図 。
MAP25000(MAPQ) 。1/2.5万地形図 。
MAPCODE(MAPC) 112.5万地形図のコード

LONGJTUDE(LONG) 。綿度
LATITUDE(LATI) 。経度

産地層~ GROUP(GROU) 層君事 。
FORMATION(FORM) 。層 。
MEMBER(MEMB) 。部局 。
BED 。単層 。
HR.EMARKS(HR.EM) 層~に関する備考 。 。

地質年代 ERA 代名 。
PERIOD(PERI) 。紀名 。
EPOCH(EPOC) 。世名 。
STAGE(STAG) 。階名 。 。
RADIOMET(RADI) 。放射年代 。 。
MAGNETOST(MAGN) 。古地磁気年代 。
BIOSTRAT(BIOS) 。生届序 。 。
AR.EMARKS(AR.EM) 年代に関する備考 。 。

化石の部位 PORTION(PORT) 。部位 。 。
PR.EMARKS(PREM) 部位に関する備考 。 。

所属軍機関 DEPOSITORY(DEPO) 。機関名 。
ADDR.ESS(ADDR) 所在地 。

文献 REFER.ENCE(R.EFE) 。標本についての文献 。 。
( )内は項目名の略号.多値項目棚のOは同一項目の備が複数あることを表す.
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博物館，多賀町立問物館に所蔵されている

化石標本

jafov6包，770件，そのうち，画像を伴うもの161件)

北海道教育大学，北海道内の諸博物館，滋

賀県立琵琶湖隙物館，群馬県立自然史博物

館，福井県立恐竜博物館，九州大学，北九

州市立自然史・歴史博物館，御船町恐竜博

物館などに所蔵されている化石標本

2.2 JAFOVの提供方法と Web化
当初 JAFOVは， 京都大学大型計算機センターで，
オンライ ンデータペースとして提供を開始した(亀

井ほか，1986;山本ほか， 1997).次章で述べるよう

に， JAFOVはデータ構造上，多値項目を扱えるよう
にする必要があり，DBMS (データペース管理シス
テム)には，これが可能な富士通社製の FAIRSを使
用した.当時，全国に広くこの種のデータベースを

提供するには，学術情報網を利用し，全国の共同利

用大型計算機センターを通して検索閲覧する方式が

一般的であった.このほか，オフラインでデータを

提供する方法が考えられ，JAFOVでもパーソナルコ
ンビュータ版を作成して提供した(山本ほか， 1986). 

しかしオフラインによる提供は，データの追加更新

が多い JAFOVでは管理負担が大きく，また，収録レ
コードの増加にともなって大容量の配布媒体が必要

となった.そのため，その後はオンラインデータペ

ースのみで提供を続けてきた.

一方 1995年頃になるとインターネットが普及し，

Webによる情報提供が盛んに行われるようになった.
JAFOVにとっても Webは，操作性や表示能力の点に
おいて，それまでのオンラインデータペースよりは

るかに優れたサービス方式であり， JAFOVの情報提
供の Web化を進めた.当初， Webによるデータペー
スサービスはまだ一般的でなく，その方法について

の研究から開始した (Yamamotoand Nishiwaki ， 1997). 

その後， DBMSとWebの連携によるシステムの開発
が比較的容易に行えるようになり(山本， 1998， 

2000) ，サプファイル jafov3および jafor4(いずれも
その後の追加があって，現在のレコード数は大幅に

精加している)について Webによるサービスシステ
ムを開発し，まず試験的に運用を始めた.

これらのサプファイルは国立科学侍物館よりデー

タソースの提供を受けたもので(山本ほか，1997)， 

通常の JAFOVと異なり多値項目のデータを含まない.
そのため，汎用の DBMSを使用して容易に Web化を
行うことができた.しかし，多値項目をもっ一般の

サプファイルでは，そのまま汎用の DBMSを適用す
ることはできない.これは.DBMSとWebの連燐で
一般に使用される汎用的な RDBMS(リレーショナ
ル型データペース管理システム)では多値項目を取

り扱うようにはなっていないからである.

この問題を解決するにはいくつかの方法があるが，

JAFOVでは多値項目を検索プログラムの上で処理す
る方法で解決を図った.その詳細については，次章

で説明することとし.ここでは以上のような概要の

説明にとどめる.

2.3 JAFOVの言語対応
現在 Web版の JAFOVでは，ページ上の言語は日
本語，データは英語の状態にある.利用としては，

国内での利用を優先した形になっている.これは，

前述のように京都大学学術情報メディアセンターで

オンラインデータペースとして提供されてきたもの

が国際的な利用に対応する形となっていたことによ

る.ただ.Web版でデータがすべて英語である点は
完全に圏内利用者向けとも言えない.データの日本

語化が必要である.また，京都大学学術情報メディ

アセンターでの利用が終了した現在，国際版(英語

版)のWebサービスが必要である.
以上の問題については現在，その解決に取組んで

いる.データの日本語化は平成 17年度から開始し，

平成 19年度には現在収録のすべてのレコードの日本

語化を終える予定である.国際版の Webサービスに
ついては，平成 18年度末に開始する予定である.圏

内版と国際版の関係については，次章で説明する.

2.4 Web版JAFOVの使用法
2.4.1 URL (ホームページアドレス)

Web版JAFOVの運用イメージは第 l図のとおりで
ある.インターネットを介してブラウザによりアク

セス，利用することができる.検索用ホームページ

のアドレスは次のとおりである.

http://www.koka.ac.jp/yamamoto/jafov/wwwjafov.htm 

2.4.2使用手順

現在提供中のものは，データが英語表記のみの圏

内利用者向けである.その使用法は次のとおりで第

2図に示したように検索を行う.ただし平成 18年度

末には，現在進めている日本語データの追加に合わ

せて，圏内利用者向けと海外利用者向けの両サイト

を提供する予定である.

①上記アドレスのホームページを聞く

第3図のようなトップページが表示される.

② サプファイルを選択する

現在， jafov l.......jafov6の 6つのサプファイルが用意

されている.いずれかを選択する.選択して「検

索Jボタンをクリックすると，第 4図のような検索

条件入力画面が表示される.

③ 検索条件の入力と検索実行

第 4図の画面で必要な箇所に検索条件を入力して，

画面下の 「実行Jボタンをクリックする.検索条件

は候補の中からの選択と自由入力があり，自由入力

の部分はすべて部分一致である.また，項目聞は

fORJ条件(いずれかの条件を満足するものを抽
出)となる.
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ブラウザ

管理端末

第l図 Web版JAFOVの運用イメージ

実行すると検索結果としてまず，第 5図の一覧表

( 1次出力)が表示される.

④詳細出力の指示

第 5図の一覧表示の中で. r番号Jをクリックすると
第6図のように全項目の値が表示される (2次出力)• 
⑤画像の表示

画像データが用意されている場合，全項目表示画面

(第 6図参照)の一番下に画像ファイルへのリンクが

表示される(第7図(a)).これをクリックすることによ

り，第7図(b)のような画像を表示させることができる.

2.4.3 検索サイトの改訂予定

平成 18年度末には，現在収録済みの過半数にあた

る約 8，∞oレコードについて，日本語データの追加
作業が終了する見込みである.これに伴って，検索

ページとしては日本語版と英語版を設ける予定であ

る.それぞれのトップページで相互に切り替えられ

る方式とし，いずれのサイトにアクセスしでも利用

できるようにする.また，使用手順はいずれも現在

と問機とする.英語阪は，現在のサイトの解説およ

び項目名の表記が日本語であるものを英語に変える.

また，日本語版では日本語および英語のデータを表

示し，検索もいずれの言語でも行えるようにする(一

部の項目については表示 ・検索とも日本語データの

み)• 

3 JAFOVのデータ構造とデータベース

3.1 JAFOVのデータ構造
JAFOVのデータ構造は第 8図のとおりである.レ
コードを識別する項目の SEQUENCEをルートとして，

図のような樹状精造を成している.また，前出の第

1 :表に示したように.15の多値項目を有する.

3.2 JAFOVのデータベース構造
3.2.1 基本構造
データ構造は第 8図のような樹状構造であり，こ

れをデータベース上で表現できることが望ましい.

また，多値項目が扱える必要がある.JAFOVではそ

①サブファイルの検索

、 ②該当サブファイルの情報

後策条件 |る怯当レコードの検索 | 
入力画面 I~m V"'V<  

+'」+MOV
-一一-データベース

一次後索結果 )~p骸当レコード|
(検索線本一覧)I ..: 

⑤指定レコードの検

索

E草細倹集結果
(指定標本情報)I 可⑤指定レコードの倹集結果

第2図検察の流れ

のために当初，階層型の DBMS(データペース管理
システム)を使用した(山本ほか. 1997). しかしな

がら.Web化する過程で DBMSにリレーショナル型
データベース管理システム (RDBMS)を採用するこ
とになり，これらの問題を解決することが必要とな

った.まず，データの樹状精造への対応では，第 8

図にあるような項目聞の階層的な関係を表現できる

必要性は低いと判断し，特別な対応は取らないこと

とした.もう lつの多値項目については，値をその

ままデータベースに記録すると，別々の項目として

扱われてしまう.これでは不都合であるので. 1つ

の項目に対して複数の値が存在していることを正し

く処理できる方法を考案した.その詳細については，

次項 r3.2.2多値項目の扱いJで述べる.
3.2.2 多値項目の扱い
前記のように.JAFOVでは 15の項目が多値項目
となっており，同一項目で按数の値をとる(第 l表

中の 「多値項目j にOのあるもの).Web版 JAFOV
では，開発コストおよび開発効率などの観点から，

DBMSには汎用のリレーショナル型データペース管
理システム(RDBMS)を使用することにしたが，こ
れらの DBMSでは多値項目を直接扱うことができな
い.そこで次のようにしてこれに対処した.

・多値項目についてはその最大出現数分のフィール

ドを設ける.

・フィールド聞の関連については，検索プログラム

で対処する.

RDBMSではフィールド聞の関連は定義できない
ので，複数のフィールドをグループ化して lつの項

目の多値項目として扱うには，このような対処が必

要となる.その方法の概要は次のとおりである.

検索プログラムは ASP(Visua1Basicをペースにし
た Webサーパ側スクリプト)で作成している.また
RDBMSにはマイクロソフト社の MS-Accessを使
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サブフFイル

jarov1 

jarWl 

i放lV3

i威川

jaft掃

在日本軍事権動物化石データベースJAFOVの現状

JAFOV検索システム

JapaneS9 FOssil Vertsbrates 

J~U) 
(在日本背椎劃的化石線本データベース)

サブファイルを遺t~て「検索Jポダノを持して<J=.さい.

liafov1 -~!I 恒三日

内容

~置E穴司e. 北海辺大学.国立問物館などに沼恵の.*・

げコ・!!!.*
包立将司~"物館lIi..*<穴~.ft.船

田立斜掌樽申句"収益.*<小壁画・乱期D

穴阪市立自然史傷物館，倉ft市:nè~章受傷物m・-
徳島県立傷事旬n.."市白書書史情物館.争賀町立F事物館lIRiI.本
北海道徹宵穴・.北海辺内情物n.琵琶渇情物館.軍事島県立白書重史情物館，相E斧県

件量主

392 

6.37' 

2.701 

3.980 

1.82d 

j~ 立恐竜樽鞠n.九州1¥.ヨJ!'.北九州市立白書S史 .!1!iI!得物館，淘鉛町恐竜得物 2.710 
nl砲の収雇.*

.-:!J画像あリ

第 3図検索サイトのトップページ

JAFOV検索システム

Japan9S9 FOs~語IV僻t9brョtes

ふlJ.ω

検索条件を入力して「罰百ボタンを開Jてください.
険事憶はすべて紡ト致計寺われ.項目聞は『州DJとむります.
対怠ザブファイル: JAFOVl 

器都

品
第4図検察条件入力のページ
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検索結果一覧

Japan~se FOsSlI Vert9brat!::S 

.bUI 
検索結果(;t以下のとおりです.サブファイル:戸fovl
「番号Jをクリックすると.その標本の詳細が表示されます.

|話三lI:l孟母 字呂 田

サブフ7イJ[.，:.iafovl 

- 円己

第 5図検察結果の l次出カ

検索結果の詳細表示

Japa附 seFO庖笥IVe南町ates

.bJJω 
遺f隠 れた線本の詳細(;t次のとおりです.

Ku..お鋭i028
onをR1Y陀
COPV 

VER'花防法，JE

M州~札lA

院 sωSTYUA

民SMJSTVUODAE

1健司01

斑 SMJS1YωS岨SP四SJA問時CUS1OK. ET 1¥'仏

民St.DSlYLUS

恒伊ERS
JN珂ONCUS

OKAZ鰍 I
SASA 
suzoo 
ITO 

検察結果の2次出力 (一部)

(a)画像ファイルへのリンク

(b)画像表示 (デスモスチルスの歯)

第 7図画像データの表示

(a)詳細表示の最下行にあるファイル名をクリックする

と.(b)標本の画像が表示される.
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第 8図 JAFOVのデータ縞造

用している.ASPで MS-Accessのデータベースを傑

作するには SQLを使用する.そこで，検索条件とし

て多値項目に対する検索語が指定された場合，これ

を構成するすべてのフィールドに対して rOR条件J

で検索をする SQL文を生成し， 検索を実行するとい

う方法をとった.

(1)多値項目の扱い

多値項目については，各項目ごとにデータベース

内で想定される最大出現数分の項目を用意する.最

大出現数とは，当該項目の値として lつのレコード

が取り得る値の最大個数である.たとえば.GENUS 

(属)の場合，愚大出現数は 10としているので. 10個

の項目を用意する.データペース内の項目名(フィ

ールド名)には英字 4文字以内の略称を使用してお

り，たとえば GENUSは GENUとしている.多値項

目ではその後に. 1. 2. 3.... といった番号を付け，

次のようなフィールド名を用意している.したがっ

て属名は，次の例のようなフィ ールド名を持つこと

になる.

略林+番号例:GENU1.GENU2.GENU3. ....GENU10 

リレーショナル型データペースの上では，フィー

ルド問の関係は定義されないので，このように命名

しでもまったく無関係な(独立した)フィールドと

して扱われる.たとえば 属名が rPALAEO-
LOXOOONJであるレコードを検索させる場合は，

GENU1から GENU10まで，個々に検索を行わせる

必要がある.今回はこれを， 上記のようなフィール

ド名を付けることにより，次のようにして検索プロ

グラムの上で解決することとした.

(2)多値項目に対する検索の処理

検索プログラムには ASPを使用している.ASPは，

ごく一般的なプログラミング言語の lつであるマイ

クロソフ ト社製 VisuaIBasicに宣告拠したスクリプト言

語で，サーパ上で動作するものである.このプログ

ラム上でSQL文を作成し，これを OOBC (Open Oala 

Base ConneclivilY)を介してデータベースに送る.

OOBCとは Windows上でデータベースのアクセス，

操作，作成を行う API(App1icalion Programming 

Inlerface)で.MS-Accessをはじめ各種の OBMSで

作成されたデータベースに対応している.この SQL

文を生成する際に. 1つの多値項目を構成する複数

の項目を互いに関係する項目として扱い，本来 1つ
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ドfoccur(i)=l then 、非多値項目の場合
sq1 = sq1 & item(i) 晶" 1ike 'も" & 

→ Request.Form(item(i)) & "も'"
ドse 、多値項目の場合
for j=l to occur(i) 
if j>l then 
sql = sql & " or " 
else 
sq1 = sq1 & "(" 
end if 
sql = sq1 & item(i) & cstr(j) & 

→ " 1ike I %" + Request.Form 

→ (item(i)) + "も'"
next 
sq1 = sq1 & ")" 

lend if 

備考)
・変数 sq1:生成する SQL文を入れる変数
・配列 item(i): i番目の項目名
. Request. Form:検査条件を入力するフォームからの値
の取得
-配列 occur(i):i番目の項目の値の最大出現数(非
多値項目では 1)
-ステートメント中の「→jは，行が継続していることを

丞主よ

第9図 多値項目に対する検索の処理法

の項目として複数の値を取る項目としての処理を行

おうとするものである.これを，前記のフィールド

名によって行う.

プログラムはまず，検索条件を項目名と値の組合

せとして受け取る.このとき多値項目でなければ.

第 9図に示すように，そのまま SQL文の中に項目名

と値を記入する.多値項目であれば，受け取った項

目名は多値項目の最初の 4文字に対応するので，第

9図に示すように番号を文字の形で付加して，対応

する項目をすべて生成し.SQL文の中に埋め込む.

図中の ritem(i)& cstr(j)Jで多値項目を構成する各フ

ィールドの名前が生成される.これにより，多値項

目の場合，生成されたいずれかのフィールドに検索

条件値が入っているものを検索することができる.

3.3検索処理

Web版 JAFOVにおける検索処理の流れは前出の第
2図のとおりである.本システムの Webページにアク

セスすると，まず「検索開始画面Jが表示され，ここ

で前記のサブファイルのうちから lつを選択する.

このページからフォーム機能を使用して，

r subfileピjafov5・J(r' Jは文字定数を意味する)と

いった形の検索条件と検索依頼が ASPで作成された

プログラムへ送られる.これを受け取った ASPプロ

グラムは検索に必要な SQLを生成してデータベース

に検索要求を行う.この検索は，対象のサブファイ

ルについて検索条件入力画面を生成するためのもの

である.JAFOVの項目には，生物分類区分の科名や
地質年代の名称(代名，紀名，世名など)のように

限られた種類の値からなる項目がある.これらはリ

ストからの選択の形をとる方が利用者にとって便利

である.ただ，値の数はレコー ドの変更 ・追加によ

って変わり， 一定ではない.そこで，出現可能性の

ある値を，検索の都度，取り出してくることにし，

この段階でこれを取得する.取得された値はアルフ

ァベッ ト順にリスト状に編成され，検索入力画面上

にドロップダウンリストの形で表示される.

利用者は次に，表示された「検索条件入力画面J

上で検索条件を指定し，検索を実行する.検索条件

は「項目名=値Jの形で別の ASPプログラムに送ら

れ.SQL文が生成されて，該当するレコードがデー

タベースから取り出される.取り出されたレコード

は，主要な項目のみ. r一次検索結果Jの形で一覧表
示される.さらに，この結果表示画面上で出力レコ

ー ドが選択されると，そのレコードのみの検索が再

度，別の ASPプログラムで実行され，データペース

から取り出されて. r詳細検索結果Jとして全項目が
表示される.

3.4 日本語データの追加

前述のように平成 17年度より，日本語データの追

加作業を行っている.その公開は 18年度末を予定し

ており，そのためのシステムの改訂に取り組んでい

る.改訂後は，圏内版と国際版に別れ， トップペー

ジからの選択および両版相互のリンクにより切り替

えて使用できるようになる.国内版では従来の英語

表記のデータに加えて，日本語での表示が得られる.

日本語での検索も可能である.国内版の検索結果表

示画面のイメージは第 10図のとおりである.

日本語データの追加は，英語データとは別に日本

語データのテープルを持つ形で行っている.データ

ベース内には日本語データのテーブルと英語データ

のテープルが並存する.圏内版の検索サイトでは，

検索および検索結果の表示の際に，システムが両テ

ープルを参照する.利用者から見ると.あたかも英

語データと日本語データが lつのテーブル上の項目

として用意されているかのように動作する.

このような方法を採った理由としては，第 lに l

つのテープルに収める必要がないこと.第 2に追加

作業時に既存の英語データテーブルと切り離して作

業ができるため，作業上の安全性が高いことが挙げ

られる.

3.5 画像データ

画像データは第 11図のような仕組みで提供される.

データベース内では図の左上に示すように，検索レ

コードの中にファイル名が収録されている.検索に

よりこのレコードがヒットすると，検索結果のペー

ジにはファイル名へのリンクが表示される(前出の

第 7図(a)参照).検索結果の画面上でこのリンクをク

リックすると，画像フォルダ内の画像ファイルが開
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検索結果の詳細表示

J9P8MS!I FOssil Vert袋町誠司冨

J...lj.Ul 

遺柄引11こ線本の符細Z;欠のとおりです.
サブフ?イル:jafo叶j

1Q2O 

拘マ"./.'"
PAl.，A回凶油OONN制岬串N(同 I(J'(No附
PAI.AI訓.。淑)D()幌LE向鍋S

第 10図 圏内版サイトの鮮細表示例(計画中)

JAFOVデータベース 画像ファイルフォルダ

検索結果ページ

画面直面
喧E喧E
直通D
... タリンク

第 11図 画像データ提供の仕組み

き，ブラウザ上に標本の画像が表示される(前出の

第7図(b)参照). 

画像データについては今後，さらに高解像度

(1，600万画祭程度)の画像を用意し，画面上で細部

まで観察できるようにする計画である.第 12図はそ

の際の表示画面のイメージで，デジタルアーカイプ

閲覧機能に優れたソフト iPa11etnexusを使用したもの

である(イパレットネクサス開発グループ， 2006). 

あたかもルーペを使って細部を観察するような感覚

でデジタル画像を使用することができる.また，画

像の必要箇所に付襲を貼ることなどもできる.

4 JAFOVの内容と特色および謀姐

4.1 jafov1 

jafov 1は 1980年代はじめに，脊椎動物化石データ

ペースを構築するための最初のテストケースとして，

多くの研究者が協力して作られたものである.その

ため，それにかかわった各研究者が専門とする脊椎

動物の多くの分類群が含まれている.含まれるデー

タは京都大学.北海道大学，国立科学憾物館などに

収蔵されている脊椎動物化石の実物標本のデータで，

当初 394件であったが，そのうちの l件は他のもの

と重複していたので削除され，他の l件は現生標本

のデータであったので削除され，現在では 392件と

なっている.分類群の内訳は，軟骨魚網 l件，硬骨

魚綱 3件，限虫綱 l件，晴乳綱 387件であり，最も

多い晴乳綱の内訳は食肉目(鰭脚亜目)2件，鯨目

21件，長鼻目 262件.海牛目 3件，束柱目 7件，奇

蹄目 92件である.このように， jafov 1は長鼻自のデ

ータが圧倒的に多く，全体の 66.7%を占めており，

それが大きな特色となっている.

この長鼻目のデータは，中新世と鮮新世および更

新世の日本産ゾウ類(ゾウ上科)化石が大部分を占
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第 12図 デジタルアーカイプ閲覧ソフト iPal1etnexusによる閲覧画面の例
ロケーター(薗面中央上)で鉱大表示位置をビジュアルに指定することができる.また、画像ごとに注目箇所への付

纂の貼り付けや解説文の付加を行うことができる.

め，一部に西ドイツ，ロシア，台湾産のゾウ類化石

のデータも含まれている. そのようなことから，

jafov1は日本産ゾウ類化石の研究にとって重要な情

報源と言える.ゾウ類化石は，日本産の化石の中で

も品も古くから研究されたものの一つで，古くから

注目されてきたため，多くの研究者が種類，産地，

産出層，時代などのリストを作成している.古くは

松本 (1924a，b， c)がその当時知られていたゾウ類化

石を網羅し，鹿間 (1937)や高井 (1938)，直良

(1944， 1954)，亀井(1978)もゾウ類化石，または

それを含むリストを作成している.それらのリスト

の中では，時代とともに種類や産地が増えてきた.

ゾウ類の中の特定の種類を対象としたものには，高

橋(1979) . 三 島 ・宮崎(1982) .高橋・間島

( 1984)のリストがあるが，近年の情報を含めてそ

の全体をまとめたのは亀井 (1991)によるゾウ類化

石のリストである.

jafov1のゾウ類化石のデータは，これらのリスト

のものと比べ，個々のデータの内容がはるかに詳し

いこと，内容が英語と日本語の両方で記載されてい

ること，かなりのものに画像が入っていて，化石の

形態を観察できるという特色があり，日本産ゾウ類

化石を研究しようとする日本人研究者ばかりでなく

外国人研究者にとっても利用価値は高い.一方，課

題としては， 1980年代はじめより後の新しいデータ

が追加されていないので，以後約 20年間に新たに産

出したり，報告されたゾウ類化石のデータが含まれ

ていないということがあげられる.ただし， jafov3 

には国立科学博物館所蔵のゾウ類化石のデータ(一

部は jafov1のデータと重複)，jafov5には倉敷市立自

然史博物館.大阪市立自然史博物館，多賀町立博物

館所蔵のゾウ類化石のデータ， jafov6には北海道開

拓記念館，群馬県立自然史博物館，琵琶湖博物館な

どに収蔵されているゾウ類化石のデータ(一部は

jafov1のデータと重複)が収録されているので，

jafov1とjafov3，5， 6を併用することによって，その

聞の情報不足を補うことができる.しかし jafov3.5， 

6に収録されている化石以外でも， 1980年代はじめ

より後に新たに知られるようになった日本産ゾウ類

化石は少なくない.ゾウ類の化石は大型で目立つ上

に，わが国での産出例も多いので，日本の脊椎動物

化石の研究者の中では，それを研究した経験があっ

たり，現在も研究している研究者はかなりの割合に

なる.今後，そのような研究者が協力して，この約

20年間のデータを追加すればjafov1はさらに充実し

たものとなり，日本のゾウ類化石研究の進展に大き

く貢献できるであろう.そのような研究者の協力を

期待したい.
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4.2 jafov2 

jafov2は，Kawamura (1988， 1989)が研究した日

本産の第四紀醤歯目化石のうち，かなりの数のデー

タ (5，374件)を収録している.これらの論文は英文

の大部なモノグラフで，かならずしも利用しやすい

とは言えない.そこで河村 (1991)はそれらの論文

の内容のうち各種類の特徴や地史的分布を日本語で

要約し，各種類の和名もあげているので， jafov2の

利用の際にはこの論文も参考にするとよい.

jafov2にデータが収録されている智歯目化石は，

京都大学と秋吉台科学博物館に所蔵されている実物

標本で，それらには栃木県葛生町の会沢採石場の後

期更新世の堆積物から産出したもの，岐阜県八幡町

(現在は郡上市)の杉穴の後期更新世の堆積物から産

出したもの，静岡県引佐町(現在は浜松市)の谷下

採石場の後期更新世の堆積物から産出したもの，山

口県阿東町の生雲採石場の中期更新世の堆積物から

産出したもの，山口県秋芳町の狸穴の完新世の堆積

物から産出したもの，山口県美弥市の字部興産採石

場第1.第 3，第4地点の中期更新世の堆積物から産

出したものがある.醤歯目の種類としては，ニホン

リス，ムササビ，ムササビ属の一種(種未定)，ニホ

ンモモンガ，ニホンムカシャチネズミ，ヤチネズミ

属とスミスネズミ属の移行型の種類，スミスネズミ

に近似の種類，ハタネズミ，ニホンムカシハタネズ

ミ，プランティオイデスハタネズミに近似の種類，

ハタネズミ属(種不明にアカネズミ，ヒメネズミが

あり，これらは本州 ・四国・九州の第四紀の堆積物

から知られる醤歯目化石のほとんどの種類にあたる.

この jafov2と，国立科学博物館所蔵の小型晴乳類化

石のデータを収録した jafov4(後述)を用いれば，

これまでに日本で報告されている醤歯目化石につい

て，そのかなりの部分を網羅した情報が得られるの

で，日本産第四紀醤歯目化石の研究において，それ

らは非常に重要な情報源となる.

jafov2の課題としては， Kawamura( 1988， 1989)に

記載された化石でまだ収録されていないものがある

ので，それを収録することがあげられる.また少数

ではあるが日本の漸新統や中新統から，

Matsumoto(l921)， Tomida and Setoguchi(l994)， Tomida 

et al.(l995)， Kato and Otsuka(l995)， Fejfar et al.( 1998) 

などによって醤歯目化石が記載・報告されているの

で，それらが収録できれば， jafov4とあわせて日本

産醤歯類化石でこれまでに系統分類学的な記載が行

われているものは，JAFOVにほぼすべて収録できる

ことになる.

4.3 jafov3 

国立科学博物館所蔵の大型晴乳類化石については，

すでに単行本として標本目録が出版されている

(Tomida and Sakura， 1988). jafov3は，この目録に収

録されている 2701件の標本データを JAFOVの形式

に変えてデータペース化したものである.目録に載

っている個々の標本のデータは，標本番号 (PVーで始

まる登録番号)，模式標本とそれ以外の区別，模型と

実物の区別，分類群(目，科，種の学名)，産地(地

名)と産地コード (01"'35と 37""'48は都道府県の

コード番号， 36と 49はそれぞれ瀬戸内海と日本海

のコード番号， 50""'86は外国の国・地域のコード番

号， 98と 99はそれぞれ圏内と外国で産地不明の場

合のコード番号)，産出層名，時代，部位，コレクシ

ョン名と一部の標本についての関連する文献である.

これらは，個々の標本を研究する上では必須の情報

であるが， JAFOVの本来の入力項目よりかなり少な

いので， JAFOVの形式に変換する際に，補える項目

についてはできるだけ情報を追加するよう努めた.

jafov3のデータには，圏内の多くの化石産地から

産出した大型晴乳類化石(ほとんどが実物標本)の

データが圧倒的に多い.一方，外国産のものにはア

ジア，ヨーロッパ，アフリカ，オセアニア，南北ア

メリカの多くの国・地域から産出したものがあるが，

それらは標本数が少なく，実物ではなく模型である

ことが多い.それらの化石を目別に見ると，貧歯目，

霊長目，食肉目，鯨目，長鼻目，束柱目，奇蹄目，

偶蹄目の標本があり，その中では長鼻自と束柱目お

よび偶蹄目の標本数が非常に多いのが特徴である.

それら 3自の中では長鼻目が最も多く，この目録の

全標本数の約 35%を占める.また長鼻目の大部分は，

瀬戸内海海底産のゾウ類であり，そのうち，小豆島

釈迦が鼻沖海底産とされ Hasegawa(1972)に記載され

た標本は高尾コレクションと呼ばれるものであるが，

これらの化石には釈迦が鼻沖のものばかりでなく，

瀬戸内海の多くの場所から集められたものが混って

いるという可能性が指摘されている(山本， 1988). 

この高尾コレクショ ンは jafovlにもあげられている

ので，より詳しい標本の情報を知りたい場合は

jafovlも参考にするとよい.

国立科学博物館は，わが国の脊椎動物化石研究の

中心的な研究機関であり，所蔵する脊椎動物化石の

量もわが国最大で，それがこの jafov3と次に述べる

jafov4に収録されている意義は大きい.紙面上に印

刷された目録とは異なり， JAFOVは電子情報として

コンビュータに入力されているので，種々の利用が

可能となる.また目録は英語のみであるが， JAFOV 

は日本語と英語の両方で情報が収録されているので，

専門家ばかりでなく，一般の人々にも利用しやすい.

今後の課題としては， jafov3，4とも目録にあわせて作

成されているので，前述のように他の JAFOVのサプ

ファイルと比べて入力項目が少ないことである.今

後は他と同じレベルになるよう個々の標本について，

できるだけ情報を追加するよう努力する必要があろう.

4.4 jafov4 

jafov4は，国立科学博物館所蔵の小型噛乳類化石
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標本目録 (Tomidaand Sakura. 1991)をJAFOVの形

式に変えてデータベース化したものである.この目

録は， jafov3でデータペース化した大型哨乳類化石

標本目録 (Tomidaand Sakura. 1988)と閉じ形式で作

られているので，そこに載っている個々の原本のデ

ータ項目(標本番号，分類群，産地，産出層名，時

代，部位など)は後者の目録のものと閉じであり，

JAFOVの本来の入力項目よりかなり少ない.

jafov4のデータは 3，980件で，その大部分 (3，929

件)は食虫目，翼手目，兎目，醤歯目に属する国内

産小型晴乳類化石のデータであるが，その中で兎目

のデータは 5件とごくわずかである.それらの原本

の産地は，jafov2の日本産第四紀醤歯目化石の場合

のように比較的隈られて，青森県東通村尻屋地峻の

採石場，栃木県田沼町(現在は佐野市)のタカノス

沢の洞窟，静岡県引佐町(現在は浜松市)の白岩鉱

山と栃富鉱山および谷下(河合石灰採石渇)，滋賀県

多賀町の佐目洞窟，山口県阿東町の生雲採石場(岡

村採石場)と岡県美祢市の徳山ソーダ採石場および

安藤採石場，愛媛県肱川町(現在は大洲市)の敷水

の採石場.沖縄県具志頭村(現在は八重瀬町)の港

川遺跡および岡県の宮古島市の洞窟であり，化石産

出層の時代は中期更新世から完新世までである.

化石の種類としてはまず，食虫目にハリネズミ属

(種不明にシントウトガリネズミ，チピトガリネズ

ミ，ニホンジネズミ，カワネズミ，ニホンモグラジ

ネズミ，シカマトガリネズミ，ヒメヒミズ，ヒメヒ

ミズ属(種不明)，ヒミズ，コウベモグラがあり，兎

目にノウサギ属に近似の種類がある.このうちコウ

ベモグラの学名は Mogerawoguraで，その和名は以

前アズマモグラとされていた.また翼手目にはコキ

クガシラコウモリ.キクガシラコウモリ， ホオヒゲ

コウモリ属(種不明)，ウサギコウモリ，ユビナガコウ

モリ，テングコウモリ，コテングコウモリ，テング

コウモリ属(種不明)があり，醤歯目にはキタリス，

タイリクモモンガ，モモンガ属 (種不明)，モリレミ

ング，ヤチネズミ(トウホクヤチネズミ)，タイリク

ヤチネズミ(ニホンムカシャチネズミと閉じもの)， 

ハタネズミ，ハタネズミに近似の種類，タイリクハ

タネズミ(ニホンムカシハタネズミと同じもの)，ハ

タネズミ属(種不明)，アカネズミ，ヒメネズミ，ア

カネズミ属(種不明)， ドブネズミ，クマネズミ属，

アマミトゲネズミ，ケナガネズミ，ヤマネと醤歯目

(科，属，種不明)がある.これらの化石の一部は

長谷川ほか(1973)， Kowalski and Hasegawa (1976) ， 

Rzebik-Kowalska and Hasegawa (1976)，長谷川ほか

( 1988)に記載または図が載っている.

jafov4のデータで外国産のものは 51件あり，それ

らは米国アリゾナ州の鮮新統産醤歯目化石の槙型の

データで，それらの化石は Gidley(1922)や Tomida

( 1987)で記載されたものである.

jafov4の圏内産の化石データのうち，食虫自につ

いては，上にあげた種類がこれまで日本で報告され

ているもののほとんどを含んでいるので， jafov4は

日本産食虫目化石を研究する上で非常に重要な情報

源となる.翼手目については，上にあげた種類がこ

れまでに日本で報告されているもののかなり多く を

含んではいるが，すでに報告されているもので含ま

れていないものも少なくない.たとえば，山口県秋

芳町の中・後期更新世の堆積物から報告されている

多くの種類 (Yoonet al.， 1984a， b)は含まれていない

ので，今後はそれらのデータを JAFOVの他のサプフ

ァイルに入れて，それと jafov4を併用すれば，日本

産の翼手目化石研究に非常に役立つ情報源となるで

あろう.醤歯目化石については，すでに述べたよう

に jafov2と併用することによって，日本産醤歯固化

石研究の重要な情報源となる.jafov4の主な課題は，

jafov3と同様にデータの入力項目が少ないことで，

それを今後増やす努力が必要であろう.

4.5 jafov5 

jafov5に収録されているのは，倉敷市立自然史縛

物館，大阪市立自然史博物館，徳島県立|導物館，豊

橋市自然史縛物館，多賀町立博物館に所蔵されてい

る脊椎動物化石のデータ 1，826件である(それらの

博物館の標本登録番号は，それぞれ YM-，QV-， 

TMNH-， TGV-で始まる番号). 

これらの博物館のうち，倉敷市立自然史縛物館に

所蔵されている標本のデータは 977件で，それらの

標本は，縛野 (1988，20∞)や大塚 (1988，20∞) 

に記載された瀬戸内海備讃瀬戸海底産出の実物化石

で，その時代は中・後期更新世である.それらの化

石の大部分は晴乳綱の長鼻目，奇蹄目，偶蹄目に属

するもので， トウヨウゾウ， トウヨウゾウに近似の

種類，ナウマンゾウ，ナウマンゾウに近似の種類，

トウヨウゾウまたはナウマンゾウ，長鼻目(科・

属 ・種不明にサイ科(属 ・種不明)，カトウキヨマ

サジカ，ニホンムカシジカ，カズサジカ，タカオジ

カ，ムカシジカ亜属(種不明)，シカ属(種不明)， 

マヤシフゾウ，シフゾウ属(種不明にテイヤールス

イギュウ，スイギュウ属(種不明)，シカ科またはウ

シ科(属 ・種不明)，偶蹄目(科 ・属 ・種不明)に同

定されている.晴乳綱以外では.艇虫綱のワニ目

(科 ・属 ・種不明)が1件ある.これらのデータの一
部には，画像も収録されているので，それらでは標

本の形態を観察することもできる.

大阪市立自然史博物館の標本のデータは 461件で，

それには岐阜県八幡町にある熊石洞産の後期更新世

の晴乳類化石の実物原本データと，兵庫県明石市産

の前期更新世のゾウ類とワニ類の実物化石のデータ

がある.熊石洞のものには，食虫目(科 ・属・種不

明)，ノウサギ，ネズミ科(属 ・種不明にナウマン

ゾウ，イノ シシ， ヤペオオツノ ジカ，ニホンムカシ

ジカ， シカ属(種不明)，ヘラジカ，哨乳綱(目 ・
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科・属・種不明)があり，明石市のものは 1件を除

いてすべてアケポノゾウのデータで，その大部分は

陣野 ・紀川 (1975)が記載した標本である.明石市

産の残りの 1件はワニ目(科 ・属 ・種不明)のデー

タである.

徳島県立博物館の原本のデータは 105件で， 1件

を除いて瀬戸内海の鳴門海峡の海底から産出した

中・後期更新世晴乳類化石の実物標本のデータであ

る.それらの化石は，ナウマンゾウ，ニホンムカシ

ジカ，カトウキヨマサジカ，シカ科(属 ・種不明)

に同定されている.それらのうちゾウ化石は，中尾

(1994， 1997)に記載されたものである.残る l件は随

虫綱の化石で，徳島県勝浦町の白亜系から産出した

イグアノドン科の恐竜化石で，両角ほか (1995)に

記載されたものである.

豊橋市自然史|噂物館の標本データは 102件で，米

国イリノイ州の石炭系に含まれるメゾンクリーク生

物群 (MazonCr田 kbiola)の脊椎動物化石の実物標本

のデータである.化石のデータのほとんどは，無顎

綱，腕魚網，軟骨魚網，硬骨魚綱に属する魚類のも

のであるが，両生綱も 3件含まれている.これらの

化石は，松岡・吉川(2002)の目録に掲載されている.

多賀町立博物館の標本のデータは， 181件でそれ

らはすべて滋賀県多賀町四手の下部更新統から産出

したアケボノゾウの実物化石(雨森ほか， 1995)の

データである.

jafov5は，上記のような5ヶ所の博物館が所蔵す

る標本のうち，それぞれの博物館を代表する脊椎動

物化石標本のまとまったコレクションを収録してい

るので，それらのコレクションの内容を知るのに役

立つ.また，それらの中で豊矯市自然史陣物館以外

のコレクションは，ゾウ類化石が主体を占めている

ので，日本産ゾウ類化石を研究する際に利用価値が

高い.今後の課題としては，各|導物館の脊椎動物化

石標本で jafov5に収録されていないものがあるので，

これらの惇物館と協力してその収録に努めることが

必要であろう.

4.6 jafov6 

jafov6に収録されているデータは， 2，770件で，

jafov2や 4より少ないが，内容は他の JAFOVのサプ

ファイルよりはるかに多種多織である.原本の所蔵

機関も多く，標本の属する分類群では，晴乳綱以外

に軟骨魚綱，両生綱，~虫綱，鳥綱があって，哨乳

類以外の標本数がかなり多いのが特色である.

(1)北海道産の晴乳類化石標本(レコード番号・ 6瓜>01

.......60673) 

jafov6に収録されているデータのうち，品初の 673

件は北海道産晴乳類化石(ほとんどが実物化石)の

データで，これらの化石には漸新世から完新世まで

の時代のものがあり，海棲哨乳類の化石(食肉目の

鰭脚亜目，鯨日，海牛目，束柱目)が非常に多い.

標本の所蔵機関も非常に多く.収録したデータが 5

件以上のものだけでも阿寒町公民館，足寄動物化石

博物館，今金町立中里小学校，国立科学博物館，新

十津川物産館，産業技術総合研究所，滝川市美術自

然史館，沼田町化石館，羽幌町郷土憎物館，北海道

開拓記念館，北海道教育大学，北海道大学，種別町

立博物館がある.北海道からは海接のものを中心に

多くの晴乳類化石が産出しているが，それらは各地

に散在する多くの機関に所議されており，それらの

記載もきわめて多くの文献に載っているので，北海

道産の晴乳類化石全体についての知識を得ることは

容易なことではない.そのようなことから， jafov6 

のこの部分は北海道産晴乳類化石研究の重要な情報

源として利用価値が高い.今後もさらに新しいデー

タの追加が望まれる.

(2)群馬県立自然史怖物館ほかの標本(レコード番号

6300 1 "'64334) 

群馬県立自然史|噂物館の所蔵標本のデータは 519

件の実物化石データで，その内訳は軟骨魚綱 25件，

硬骨魚網 2件，両生綱 2件，艇虫綱 284件，烏綱 59

件，晴乳綱 147件である.開虫綱は最も件数が多い

が，そのうちの 266件は米国ワイオミング州のジュ

ラ系から産出した恐竜 1体分の骨格を精成する骨化

石のデータである.腿虫綱の中には，そのほかに群

馬県中里村(現在は神流町)の白亜系から産出した

恐竜化石のデータ 2件も含まれている.JN:l虫綱の次

に件数が多いのは哨乳綱で，その中には瀬戸内海海

底から産出した中 ・後期更新世のゾウ類，シカ類，

ウシ類の化石のデータと，群馬県安中市および吉井

町の中新統から産出した海棲晴乳類(鰭脚類，クジ

ラ類，東住類)の化石のデータが多い j烏綱はそれ

に次いで件数が多く，その大部分は群馬県安中市の

中新統から産出した鳥類化石である.

群馬県立自然史隙物館以外で，ゆ0件以上のデータ

が収録されている機関は，沖縄県立博物館，福井県立

恐竜静物館，九州大学である.そのうち，沖縄県立縛

物館の所蔵標本のデータは 445件で，そのすべてが沖

縄県北大東島と南大東島の洞窟から産出した完新世の

鳥類化石の実物標本のデータである.福井県立恐竜博

物館所蔵のデータは 136件で，すべてが腿虫綱に属す

る実物化石のデータである.その内容は福井県勝山市

の白亜系から産出した竜盤目と烏盤目の恐竜化石およ

びカメ類化石のデータである.九州大学の所蔵標本の

データは 108件で，そのうちの l件以外は長崎県加津

佐町(現在は商品原市)の下部更新統から産出したシ

カ類の実物化石のデータである.

各所蔵機関でのデータ件数が 100件未満で 5件以

上の機関には，国立科学博物館，北九州市立自然

史 ・歴史博物館，三重県立博物館，きしわだ自然資

料館，飯田市立美術博物館，瑞浪市化石博物館，中

頓別町郷土資料館，長岡市立科学隙物館がある.こ

れらのうち，国立科学博物館のデータは 30件で，す
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べて熊本県泉村(現在は八代市)の洞窟から産出し

た完新世のニホンオオカミの実物化石のデータであ

る.これらは jafov3(国立科学博物館所蔵の大型晴

乳類化石)に収録されていないデータである.北九

州市立自然史 ・歴史縛物館のデータは 29件の実物化

石のデータで，その中で多いのは北九州市や山口県

下関市の漸新統から産出した海棲晴乳類(鯨目と海

牛目)の化石と，北九州市平尾台の洞窟から産出し

た完新世のニホンオオカミの化石のデータである.

三重県立博物館のデータは 13件で，すべて三重県鳥

羽市の白亜系から産出した竜脚類に属する恐竜の実

物化石のデータである.きしわだ自然資料館のデー

タは 12件の実物化石のデータで，その中では大阪府

岸和田市の中部更新統から産出したワニ類化石のデ

ータが多い.飯田市立美術博物館のデータは 10件で，

すべて長野県阿南町の中新統から産出した硬骨魚類

の実物化石のデータである.瑞浪市化石博物館のデ

ータは 6件で，すべて厳阜県瑞浪市の中新統から産

出したクジラ類の実物化石のデータである.中頓別

町郷土資料館のデータも 6件で，すべて北海道中頓

別町の中新統から産出した束柱類の実物化石のデー

タである.長岡市立科学博物館のデータは 5件で，

すべて新潟県長岡市の鮮新統から産出した軟骨魚綱

とクジラ類の実物化石のデータである.

各所蔵機関でのデータ件数が 5件未満のものには，

岐阜県縛物館，三重大学，いわき市教育委員会，い

わき市石炭化石館，松本市立1専物館，琵琶湖憾物館，
佐賀大学，熊本市立熊本博物館があり，そのほかに

個人所有の原本のデータが 3件ある.データ番号

63173の滋賀県甲賀町(現在は甲賀市)の鮮新統か

ら産出したイノシシ類の化石は，次に述べる琵琶湖

博物館所蔵標本(データ番号 65584)と同ーのもの

と思われるので，ここにも同縛物館をあげておいた.

その中で比較的データ数が多いのは岐阜県陣物館の

もので，その内容は岐阜県御嵩町と可児市の中新統

から産出したサイ類とゾウ類の実物化石のデータ 4

件である.

jafov6のこの部分のデータは，上にあげた多くの所

蔵機関の代表的な脊推動物化石のコレクションを収録

しているので，そのようなコレクションの内容を知る

のに役立つ.また，わが国で所蔵されている恐竜化石

や鳥類化石，本州・九州産の海棲晴乳類化石のデータ

をかなり収録しているので，それらの研究に利用する

ことができる.醗題としては，これらの多くの所蔵機

関の中で，小規膜なものでは所蔵するほとんどの脊椎

動物化石がjafov6に収録されている場合もあるが，大

部分の機関ではjafov6に収録されていない脊椎動物化

石のデータがまだかなりあることがあげられる.今後，

それらの機関と協力してできるだけ多くのデータの収

録に努める必要があろう.

(3)滋賀県立琵琶湖博物館の標本(レコード番号

65∞1........65687) 

jafov6には琵琶湖陣物館所蔵の脊椎動物化石の実

物および模型のデータ 687件が収録されている.こ

れらのデータは琵琶湖博物館で作成された同館所蔵

の原本データペースをもとに，重要なものや，デー

タがより完全なものを選んで JAFOVの形式に変えて，
収録したものである.データの綱別の内訳は，腕魚

綱 l件，軟骨魚綱 21件，硬骨魚網 71件，両生綱 3

件，~虫綱 337 件，烏綱 14 件，晴乳綱 240 件である.

化石産地別に見ると，大分県安心院町の鮮新統産の

ものが約半数を占めるが，最も件数の多い限虫綱の

データの大部分もそこから産出したカメ類やワニ類

の実物化石と槙型のデータである. R'~虫綱に次いで

件数の多い晴乳綱では，中国の中新統~更新統から

産出した化石(特にゾウ類が多い)の模型が多いの

が，他の所蔵機関には見られない特徴で，晴乳綱全

体の約 1/3の件数を占める.晴乳綱では，そのほか

に滋賀県から三重県西部に分布する鮮新 ・更新統の

古琵琶湖層群から産出した化石や，大分県安心院町

の鮮新統から産出した化石の実物や模型のデータも

多い.この博物館のデータには硬骨魚綱が多いのも

特徴で，それには山形県，岐阜県，三重県，鳥取県，

長崎県，大分県の中新統や鮮新統から産出した化石

と，アメリカ，ブラジル，中国，レバノン， ドイツ

の石炭系，ジュラ系，始新統から産出した化石の実

物や模型のデータがある.

以上のような内容と特色をもっ琵琶湖得物館のデ

ータは，日本ではあまり知られていない鮮新世の脊

椎動物化石群集として重要な大分県安心院町の動物

群や，滋賀県などに分布する古琵琶湖層群に含まれ

る脊椎動物化石についての情報を得るのに役立つほ

か，日本産の化石との比較に使用できる中国産哨乳

類化石の模型の情報を得るのにも役立つ.また多織

な魚類化石のデータも収録されているので，魚類化

石研究にも役立つであろう.今後の課題としては，

国立科学博物館の目録 (jafov3と4)の場合と同織に，

琵琶湖博物館で作成されたデータベースの入力項目

は， JAFOVの本来の入力項目よりかなり少なく，
個々の標本に関するデータ置が少ないので，その点

をできるだけ補う必要があること，琵琶湖降物館作

成のデータベースに収録されていて， jafov6に収録

されていないデータが.コイ科魚類咽頭歯化石のデ

ータを中心にかなりあるので，それを収録すること

があげられる.

(4)御船町恐竜博物館の標本(レコード番号 68000........ 

68076) 

御船町恐竜博物館所蔵の標本で jafov6に収録した

のは，熊本県御船町の白亜系から産出したカメ類化

石のデータ 76件である.白亜紀のカメ類化石のデー

タで jafov6に収録されているものには，このほかに

前述の北九州自然史・歴史博物館と福井県立憾物館

のものがあり，それらを合わせると jafov6は， 日本

産の白亜紀カメ類化石の研究に大いに役立つ情報源
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となっている.御船町恐竜侍物館にはカメ類以外の

脊推動物化石も所蔵されているので，今後それらの

データも JAFOVに収録する必要があろう.

5 おわりに

JAFOVは日本国内の異なった施設に保管されてい

る脊雄動物化石の標本情報を一元的に集積している.

標本が研究の基礎となる古生物学にとって標本情報

の集積それ自体に大きな意義があるだけでなく，デ

ータペース化によって標本検索が容易になることが

研究の推進に役立つている (Nishiwakiet al.， 1983). 

データ入力に先だって，必要項目の確認 ・追加.

専門家によるデータ内容の検証，およびデータ形式

の統一と標単化が行われている.入力後に，値の範

囲 ・形式 ・精度などをシステムにより機械的にチェ

ックすると共に，統計解析およびグラフ化によるエ

ラー験出も行い，データのクリーニングを行ってい

る.これにより， JAFOVに収蔵されているデータは

信頼性が高いものとなっている.

データベースの最初の設計段階では主に古生物学

的見地からデータ構造について検討を行い，各項目

のレコード形式 ・レコード長・出現数などを決定し，

分類および部位に関するシソーラスも作製した(山本

ほか， 1982).データの集積過程で，データ形式の変

更はなかったが，データ長 ・出現数については魅張

せざるを得なくなるケースが多数あり，その度にデ

ータ構造を変更してデータベースを再構築しなおす

必要があった.また，入力に当たって該当する分類

群がなく ，シソーラスに追加しなければならないこ

ともあった.データの集積過程におけるこのような

作業が，結果として標本情報のシステム化および分

類体系の改訂を推進しており，これらもデータペー

ス化の大きな効果である.

JAFOVは現在 Web上で公開されており，検索 ・出

力画面では日本語による説明も追加した(山本ほか，

2002). Web上での公開によってデータペースへのア

クセスが容易となり，利用者が大幅に拡大している.

利用者の鉱大はデータ内容の検証と利用法の改良に

とって重要な要素であり，結果としてデータベース

の価値を大きく高めている.

JAFOVは奇推動物に関連する研究者を対象として

構築されたもので，データそのものは全て英文表記と

していた.当初想定していた範囲を超えた広い分野か

ら利用されるようになり，脊椎動物の専門家以外の利

用者も噌えている.学名など専門用語はそのままであ

るが，和名 ・産地 ・所蔵機関 ・年代など日本語での表

記が望ましいものについては，和文表記を併記するこ

ととなり.現住そのための作業を進めている.

JAFOVは，もともとは京都大学大型計算センター

のデータペースとして開発されたものであり，デー

タペース構築に当たっては同センターから多大な支

援を受けてきた(亀井ほか， 1986). センターの機構改

革{現在は学術情報メディアセンター)と担当験員の

退臓などにより，現在，このデータベースの更新は

中断しており， Web版におけるデータ更新が反映さ

れない状況となっている r元祖Jと言うべき同セン
ター版データペースをこのままにしておくことはで

きないので，センターおよび開発者に負担のかから

ない方法での更新のあり方を模索中である.

Web公開によって JAFOVは大きく発展しているが，

Web版についても管理体制の整備が急がれる.Web 

版は，現在，開発代表者が勤務する京都光慈女子大

学のサーバーに置いている.開発代表者の個人的な

努力に依存している状態である.これまでの作業は

科学研究費を利用して開発メンパーがボランティア

で行ってきたが，科学研究費に頼らず管理する方法

を考えておく必要もある.古生物学会に JAFOV管理

のための恒常的委員会を設置してもらう，民間のサ

ーパー上で更新作業を継続するためのビジネスモデ

ルを構築する，などの案を検討しているが，具体的

な結論を得るに至っていない.多大の資源を投入し

て構築した JAFOVが恒久的に利用される体制の整備

が急務となっている.

四半世紀前に亀井節夫先生の発案によって始められ

た化石標本情報のデータペース化の試みは，情報技術

および情報環境の発展に合わせて更新 ・改良を練り返

しながら，今日に至っている.今後も JAFOV を継

続 ・発展させ，古生物学をはじめとする諸分野の研究

に貢献できるようにしていきたいと考えている.

品後に， 亀井節夫先生の傘寿を記念、して、先生に

ご指渇いただいた本研究の現状を報告できることは，

先生門下の筆者らにとって望外の喜びであることを

表したい.
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YAMAMOTO Kaichiro， KAWAMURA Yoshinari， NISHIWAKI Niichi and KAMIYA Hidetoshi: 

Present Status of the JAFOV: Database on Fossi1 Vertebrates in Japan 

要旨

JAFOVは，圏内の脊椎動物化石の標本情報を集積するため， 1980年代初めに京都大学の

古生物学グループによって設計され， 1986年から階層型 DBMSFAIRSを用いて京都大学大

型計算機センターの共用データベースのーっとして公開された. 1990年代後半からは関係

型 DBMSMS-AccessとASP・ODBCを用いて Web上にも公開された.最初は英文による原

本特定のための記載情報，系統分類学的な情報および文献の情報のみであった.技術の進

歩と利用者の拡大に伴って，画像データが追加され，日本語情報も導入されたが，これら

の作業は継続中である.現在は 6つのサプファイルから成り，データ総数は約 17，000件

で，圏内の主な博物館 ・研究所の標本をほぼ網羅しているが，なおデータを補足する必要

がある.JAFOVの一層の発展には，データの追加 ・修正，システム改良およびサーバー保

守のための永続的組織の設立が必要である.
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